
令和4年度　明専スクール（第3日目）がオンラインで開催

文責者：一般社団法人 明専会　　

令和4年11月12日（土） 13:00～17:00オンラインにて、令和4年度明専スクール（第3日目）

を開催致しました。就職が内定した学生のうち、各学部・学科から学生40名、講師や運営を支

援する大学・明専会会員、明専会事務局等から16名が出席しました。

▲ グループ討議 最終発表の様子



10/29（土）明専スクール2日目のスケージュールは次の通りでした。

13:00～13:05 オリエンテーション （植木幹さん［電H1・TOTO］）

13:05～13:25 グループ討議最終調整

（内堀憲治さん[電61・本田技研工業]、久恒正希さん[電子H4・安川電機]

吉田達哉さん[物材H6・日本製鉄]、

山本結代さん[電計H6・ソニーセミコンダクタソリューションズ ]、

小野田真也さん[情知H12・日立ソリューションズ西日本]、

古賀稔さん[情子H13・安川電機］、財前智行さん[電子コR2・TOTO］）

13:25～15:45 グループ討議報告

15:45～15:55 休憩

15:55～16:15 振り返り

16:15～16:25 休憩

16:25～16:45 明専会への案内

明専スクール（第3日目）は「グループ討議の最終発表」が主な活動内容となりました。

10/15の明専スクール1日目開催から約1か月、どの班も研究や卒論・修論作成、部活動やアル

バイトなどの忙しい間を縫って、何度も議論を重ね、準備してきました。最終発表では10分間

という持ち時間の中で、代表者が各班のまとめや思い、考えを発表しました。また、発表後の

質疑応答では他の班の受講生やスタッフから鋭い質問が飛び交いましたが、そんな中でも班員

で助け合い、協力して回答している姿がとても印象的でした。

来年4月からはいよいよ社会人としてそれぞれの就職先で働く事になります。今回の明専ス

クールで得られた経験を糧に、自信を持って色々な事にチャレンジしてほしいと思います。そ

して、何か行き詰ったことがあった時には遠慮なく明専会や九工大の先輩を頼ってほしいと思

います。また皆様にお会いできる日を楽しみにしています。

追伸：明専スクールは今年で11回目を迎えました。毎年、受講生のみならず、講師やスタッフ

からもとても実践的なプログラムになっていると好評を得ています。

来年の明専スクールは、ぜひ明専会会員の多くの方にも実際にご覧頂きたいと思います。


